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「
成
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
明
る
い
未
来
に
羽

ば
た
け
」 

校
長 

立
木 

英
邦 

 

 

 

昨
年
十
月
か
ら
十
一
月
の

約
２
ヶ
月
の
間
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
効
果
が
現
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
全
国
的
に

収
束
し
、
ほ
ぼ
感
染
者
が
出

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
昨
年
十
一
月

に
新
変
異
し
た
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
ま
で

の
ウ
イ
ル
ス
と
比
較
に
な
ら

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
瞬
く
間
に

全
世
界
に
感
染
拡
大
し
、
日

本
に
お
い
て
も
二
月
三
日
に

は
一
日
あ
た
り
の
新
規
感
染

者
が
十
万
人
を
超
え
る
ま
で

に
至
っ
て
い
ま
す
。
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
は
、
デ
ル
タ
株
と
比

較
す
る
と
、
感
染
力
は
数
倍

強
い
が
重
症
化
率
は
極
端
に

低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
楽
観
視
は
で
き
ず
感

染
者
数
の
急
増
に
よ
る
医
療 

の
逼
迫
等
が
起
こ
る
と
い
う

こ
と
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
の
感
染
対
策

を
心
が
け
る
こ
と
は
当
然
で
、

急
が
れ
て
い
る
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
も
期
待
し
、

１
日
も
早
い
感
染
収
束
を
願

う
ば
か
り
で
す
。 

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

複
数
の
種
類
が
非
常
に
短
い

期
間
で
開
発
・
実
用
化
さ
れ
、

一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て

流
行
し
た
サ
ー
ズ
（
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
：
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候

群
）
や
マ
ー
ズ
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：

中
東
呼
吸
器
症
候
群
）
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
科
」
に

属
し
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
開

発
の
成
功
に
は
至
ら
な
い
ま

ま
収
束
し
ま
し
た
。
こ
う
い

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
開
発
は
画
期
的
な
成
果

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え

ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、

流
行
初
期
の
段
階
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
情
報

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公

開
さ
れ
、
世
界
各
地
の
研
究

者
が
早
い
段
階
で
開
発
に
着

手
で
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
我
々
、
人
類
（
ホ

モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
が
数
百

万
年
の
歴
史
の
中
で
絶
滅
す

る
こ
と
な
く
生
存
し
続
け
て

い
る
の
は
、
「
集
団
の
力
」
と

「
道
具
・
機
器
の
発
明
（
科

学
の
発
展
）
」
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
人
類
の
叡
智
の
結
集

と
経
験
の
蓄
積
に
よ
り
、
ワ

ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
開
発
等

も
進
み
、
共
存
と
い
う
形
で

落
ち
着
く
日
も
そ
う
遠
く
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
産

業
革
命
以
来
、
目
覚
ま
し
い

科
学
技
術
の
発
展
が
あ
り
、

人
類
の
生
活
も
豊
か
に
な
り

ま
し
た
。
交
通
手
段
も
鉄

道
・
船
・
自
動
車
・
飛
行
機

等
が
開
発
さ
れ
、
今
や
民
間

人
が
宇
宙
に
行
く
時
代
に
な

り
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀
に

入
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
通

信
機
器
等
の
加
速
度
的
な
進

歩
に
よ
り
、
便
利
な
世
の
中

に
な
り
、
私
達
の
日
常
生
活

の
様
式
も
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
大
多
数
の
人
が
ス
マ

ホ
を
持
ち
、
ス
マ
ホ
を
介
し

て
通
信
や
音
楽
・
動
画
の
視

聴
、
ゲ
ー
ム
等
、
様
々
な
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
用
い
て
、
自
宅
で
の
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い

っ
た
中
で
、
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
の
更
な
る
開
発
に
向
け

て
、
世
界
各
国
の
企
業
が
し

の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
産
業
構
造
の
変
化
や
新

た
な
技
術
開
発
等
に
よ
り
、

新
た
な
産
業
や
職
業
が
次
々

に
生
ま
れ
る
こ
と
も
明
ら
か

で
す
。 

産
業
発
展
、
技
術
開
発
等
に

よ
り
、
豊
か
で
便
利
な
生
活

を
手
に
入
れ
た
人
類
で
す
が
、

様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
す
。
一
番

の
課
題
は
、
地
球
温
暖
化
の

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
火
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
の
排
出
が
地
球
温
暖
化

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
た
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
へ
の

転
換
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
島
に
お
い
て
は
、
崎
山
沖

５
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
浮
体
式

の
風
力
発
電
機
が
設
置
さ
れ
、

五
島
市
民
に
電
気
が
供
給
さ

れ
て
い
ま
す
。
奈
留
瀬
戸
の

海
底
に
は
潮
流
発
電
機
が
設

置
さ
れ
、
実
用
化
に
向
け
た

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
２
種
類
の
発
電
機

に
は
、
最
先
端
の
技
術
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力

化
の
動
き
を
利
用
し
て
、
電

気
の
地
産
地
消
の
動
き
が
高

ま
り
、
そ
れ
に
伴
い
五
島
の

産
業
も
活
性
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
五
島
市
を
中
心
に
他
の

産
業
の
活
性
化
も
進
め
ら
れ

て
お
り
、
五
島
市
へ
の
移
住

者
も
こ
こ
５
年
間
で
千
人
に

迫
る
勢
い
で
増
え
て
い
ま
す
。 

本
校
を
巣
立
つ
五
十
五
回

生
の
皆
さ
ん
、
皆
さ
ん
が
進

む
道
に
は
、
明
る
い
未
来
が

開
け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
明
治

時
代
か
ら
約
百
四
十
年
間
、

民
法
で
定
め
ら
れ
て
い
た
成

年
年
齢
が
、
令
和
四
年
四
月

一
日
か
ら
二
十
歳
か
ら
十
八

歳
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
令
和
四
年
四
月
一

日
に
、
五
十
五
回
生
の
皆
さ

ん
全
員
が
成
人
と
な
り
、
一

社
会
人
と
し
て
の
自
己
責
任

が
求
め
ら
れ
る
立
場
に
な
り

ま
す
。
成
人
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
、
本
校
で
学
び
成
長

し
た
自
分
自
身
を
信
じ
て
、

困
難
に
直
面
し
て
も
そ
の
困

難
に
粘
り
強
く
向
き
合
い
、

逞
し
く
生
き
抜
き
、
世
の
中

に
貢
献
で
き
る
人
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。 

五
十
五
回
生
の
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
の
未
来
に
幸
多
か
れ

と
祈
り
ま
す
。 

       

「

卒
業
に
寄
せ
て

」
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野
山
の
草
木
も
芽
吹
き
始

め
る
三
月
、
皆
さ
ん
は
三
年

間
の
高
校
教
育
の
課
程
を
終

了
さ
れ
、
晴
れ
の
卒
業
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
ご
卒
業
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
、
皆
さ
ん
は
高
校
生
活

を
終
え
ら
れ
た
感
激
と
と
も

に
新
た
な
生
活
へ
の
希
望
を

胸
に
抱
き
、
洋
々
た
る
前
途

に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
が
３
年
間
の
学
業
、

部
活
動
並
び
に
学
校
行
事
等

に
精
励
さ
れ
、
め
で
た
く
ご

卒
業
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
を
今
日
ま
で
温

か
く
見
守
っ
て
来
ら
れ
た
保

護
者
の
皆
様
方
に
も
重
ね
て

お
喜
び
と
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

ま
た
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
ご

指
導
と
ご
支
援
を
し
て
来
ら

れ
た
校
長
先
生
を
は
じ
め
、

諸
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

も
感
慨
も
ひ
と
し
お
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
直

ち
に
実
社
会
に
出
て
就
職
さ 

 

れ
る
方
、
あ
る
い
は
、
さ
ら

に
大
学
や
専
門
学
校
等
へ
進

ま
れ
る
方
、
進
路
は
そ
れ
ぞ

れ
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

に
し
ま
し
て
も
、
卒
業
は
同

時
に
新
し
い
人
生
へ
の
門
出

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

希
望
を
大
き
く
抱
い
て
出
発

し
て
行
か
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
は
必
ず
し
も
順
風
満
帆
と

は
言
え
ず
、
時
に
は
様
々
な

問
題
を
自
分
自
身
で
考
え
、

解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
面
に
立
ち
至
る
こ

と
が
あ
り
、
初
め
て
経
験
す

る
こ
と
で
、
と
ま
ど
い
迷
う

こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
本
校
で
体
得
し
た
学
識

と
気
力
を
も
っ
て
難
局
を
乗

り
越
え
て
く
だ
さ
い
。 

と
こ
ろ
で
、
現
在
、
第
６

波
と
言
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
全
国

各
地
に
お
い
て
急
増
中
で
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
健
康
管
理

に
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
健
康
を
害
す
る

と
自
分
の
夢
の
実
現
に
も
大

き
く
影
響
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。 

本
校
で
学
ば
れ
た
皆
さ
ん
、

そ
の
豊
か
な
知
識
と
体
力
を

も
っ
て
、
今
後
、
一
歩
一
歩

自
分
の
道
を
切
り
開
き
、
夢

に
向
か
っ
て
前
進
し
て
く
だ

さ
い
。 

未
来
に
向
か
っ
て
飛
び
立

つ
皆
さ
ん
の
門
出
と
前
途
の

ご
多
幸
と
ご
活
躍
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

ご
卒
業
に
寄
せ
る
お
祝
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

発 行 所
長崎県立五島南高等学校

住 所
五島市岐宿町川原3487

☎（0959）82-0132
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～～卒卒業業特特集集～～  贈贈るる言言葉葉 
５５回生２２名が、いよいよ、巣立ちの時を迎えます。３年間、泣いたり笑ったり、一歩一

歩成長してきた生徒たち。子どもたちを時に厳しく、時に優しく育ててこられた保護者の皆様。

卒業特集としてお互いへのメッセージを書いてもらいました。想いの詰まった「贈る言葉」を、

どうぞご覧下さい。 
 

 

 

 

１組 

１組 

母からの応援があり３年間頑張るこ
とができました。これからは恩返しで
きるように頑張ります。  Ｋ．Ａ 
 

今までありがとうございました。これ
からは少しずつ恩返しをしていける
ように頑張ります。    Ｈ．Ｓ 

楽しくもあり、つらくもあり、それで
も恵まれた三年間でした。今まで支え
てくれてありがとう。   Ｓ．Ｏ 

１８年間ありがとうございました。卒
業後は社会人として頑張っていきま
す。これからもよろしくね。Ｈ．Ｈ 
 

卒業生から保護者の皆様へ 

高校に入学してから卒業するまで、た
くさん迷惑かけたけど、それ以上に支
えてきてくれてありがとう！ Ｎ．Ｉ 

沢山迷惑をかけてしまっている私を
支えてくれてありがとう。これからは
貰った恩を倍返しするよ。 Ｎ．Ｔ 

３年間、たくさん迷惑をかけました。
それでもずっと見守ってくれてあり
がとうございました。   Ｕ．Ｓ 

１８年間育ててくれてありがとう。今
度は僕が恩返しをする番です。頑張っ
て働きます！       Ｙ．Ｈ 
 

ここまで育ててきてくれて、ありがと
う。これからは自分の力で頑張ってい
きます。本当にありがとう。 Ｔ．Ｉ 

３年間お弁当を作ってくれてありが
とう。迷惑をたくさんかけたと思うけ
ど、支えてくれてありがとう。Ｓ．Ｔ 

中学と高校の私を見比べると自分で
も成長したと思います。ここまで育て
てくれてありがとう。   Ｔ．Ｊ 
 

ありがとう。お母さんのお陰で今まで
楽しい学校生活を送ることができま
した。感謝しています！  Ｙ．Ｍ 

たくさん迷惑をかけることがあった
けど、優しく見守ってくれてありがと
う。           Ａ．Ｈ 

３年間ありがとうございました。これ
からは、自立した生活を送れるよう頑
張るので応援して下さい。 Ｓ．Ｔ 

今まで支えてくれてありがとうござ
います。親孝行できるように頑張って
いきたいです！      Ｔ．Ｍ 

１８年間育ててくれてありがとう。毎
日の送迎もありがとう。最後まで南高
で生活することができました。Ｔ．Ｓ 

お母さん、私のことを応援してくれて
有難う。社会人になって、ドライブに
行きたいね。免許とるぞ。 Ｔ．Ｈ 

１８年間私を育ててくれてありがと
う。これからも自分の夢に向かって頑
張るので応援してね！   Ａ．Ｈ 
 

１８年間有難う御座います。そして３
年間迷惑をかけてばっかりだったけ
ど、感謝しています！   Ｋ．Ｙ 

保護者の皆様から卒業生へ 

卒業おめでとう。次の目標に向け、一
生懸命頑張って下さい。応援していま
す。 

卒業おめでとうございます。高校生活
３年間の思い出を胸に、新たな一歩を
踏み出して頑張って下さい！ 

３年間、元気に登校してくれてありが
とう。君の笑顔に元気をもらい、私も
毎日を楽しく過ごせました。 

長かったような、短かったような高校
生活。苦しいこともあっただろうけど
それ以上に楽しそうで何より。 

卒業おめでとう。３年間勉強、部活動、
生徒会活動と必死に頑張る姿はとて
も立派でした。お疲れさまでした。 

卒業おめでとうございます。いつも笑
顔を忘れない、愛される「人」になっ
てください。 

卒業おめでとう！素直で元気に育って
くれてありがとう。共に成長できた 18
年間でした。これからも頑張ろう！ 

卒業おめでとう。３年間よく頑張った
ね。春からの新生活も体を壊さないよ
うに頑張ってくださいね。 

卒業おめでとうございます。今までも
これからも日々の感謝を忘れないよ
うにしましょう。 

自分で決めた道をしっかり歩んでく
ださい。卒業おめでとう。 

部活、友達、先生との出来事を沢山話
してくれたね。中学生の時よりも話を
したね。南高は最高だ。 

今後もいろいろな経験を重ねて、たと
え壁にぶつかったとしても夢に向か
って頑張って下さい。 

卒業おめでとう。これからの情報は、
自分の思考を活かして壮大な世界へ
羽ばたいてください。 

卒業おめでとう！これまで経験した
ことを大切にしながら新生活も笑顔
を忘れず楽しんでいこう！ 

五島で出会った仲間や、経験し学んだ
ことを大切にしてください。新たな地
での活躍を期待しています。 

３年間お疲れ様。学校生活の中で楽し
い事も苦しい事もいろいろ経験した
と思うけど人生の波に負けるな！ 

泣いて笑って強くなった３年間でし
たね。この先もずっとあなたの幸せを
心から祈っています。 

卒業おめでとう。そして 12 年間の学
生生活ご苦労様。これから社会人とし
て頑張ってね。応援してます！ 

卒業おめでとう。今までよく頑張りま
した。少し寂しくなるけど体には気を
付けて。ずっとあなたの味方です。 

３年間おつかれさまでした。そしてこ
れからも自衛隊として頑張れ！ 

２組 

今までありがとうございました。進学
先でも頑張るから見守っていて下さ
い。大好きです。     Ｍ．Ｈ 
 

１８年間育ててくれてありがとう。こ
れから先も見守っていてください。頑
張ります。        Ｒ．Ｙ 

自分自身が成長できた３年間になり
ました。これからも自分自身を成長さ
せたいです。       Ｙ．Ｏ 

２組 

４月から社会人として新たなスタートが
始まります。色々と大変なこともあるけ
ど、頑張ってね。応援しています。 

ホームステイさせていただいて、宝物
のような３年間をすごすことができ
ました。感謝！ 


